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図 1 アスキーアートの例 















































































































































   










































































































































§ Scale Invariant Feature Transform(SIFT) 
























§ Local Binary Pattern(LBP) 
 LBP 特徴量は，Ojala ら[Ojala 96]が提案した，輝度
の分布をベースにした特徴量である．局所特徴量の一種
















5. 画像特徴量の有効性  











表 1 構成文字が共通する顔文字とその表情推定結果 





① (゜Д゜) 驚き 驚き 驚き 

























































（；゜Д゜) (’゜Д゜） (゜Д゜；) ( ゜ ｘ゜) 
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